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発明の概要

【課題】セシウム等の放射性物質による汚染⼟壌⼜は汚染焼却灰の除染を効率的に、
且つ効果的に⾏うだけでなく、除染後の⼟壌や焼却灰の再⽣及び再利⽤を促進するこ
とができる汚染⼟壌⼜は汚染焼却灰の除染⽅法を提供する。
【解決⼿段】本発明の除染⽅法は、前記放射性物物質で汚染された⼟壌⼜は焼却灰を
回収⼜は捕集する⼯程と、該回収⼜は捕集する⼯程後の⼟壌⼜は焼却灰を室温⼜は加
温下で機械的に粉砕する粉砕⼯程と、該粉砕⼯程後の⼟壌⼜は焼却灰を⽔洗する⽔洗
⼯程と、該⽔洗⼯程後の⼟壌⼜は焼却灰から前記放射性物質を含有する⽔を多く含む
成分を分離して回収する分離回収⼯程とを含むことを特徴とする。さらに、前記粉砕
⼯程後の⼟壌⼜は焼却灰から粗粒⼦を選別する選別⼯程の追加、及び／⼜は前記粉砕
⼯程を酸化剤の存在下で⾏うことによって除染効果を⾼めることができる。
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